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自由に参画でき，複数の活動やプロジェクトに参画することも可能となっている。既存メンバーの推薦






























































































































































































































































































































表 3　KCAA学生部会定例ミーティング参加状況（2020 年 2月から 12 月）
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月
DA（4）元Athletes・体育会 ◎ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EA（3）学生団体代表 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
EB（M1）元Manager ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
EC（3）Athletes ○ ○ ◎ ○ ○ ○
ED（4）元Athletes・体育会 ○ ○
MA（3）Athletes ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
MB（2）Athletes・学連 ○ ○ ○ ○ ◎ ○
MC（1）Athletes － ｰ － － ○ ◎ ○ ○
MD（4）学友会 － － － － － ○ ○ ○ ○ ◎
ME（3）Athletes・体育会 ○ ○ ○ ○ ○
MF（4）Athletes・体育会 ○ ○ ○
MG（2）Athletes・体育会 ○ ○ ○ ◎ ◎
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